
  

 

第１４１５回 例会 ２０２０年（令和２年）１１月３０日 

（ロータリー財団月間） 

 

前回（１１月１６日）例会記録  

◇プログレス 中嶋 啓至 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介 小島 常男 親睦委員       

  ゲスト：１名 地区外：０名 地区内：０名 合計：１名 

  ゲスト：IMCCD 理事長兼現地代表 高山 良二 様 

 

２．会長の時間  「大阪遷都」  岡本  茂 会長 

 

新会員の坂本さんが本日から例会に出席されています。後ほど入会式を執り行いたいと 

思います。先週 13日（金）に、心斎橋ロータリーの創立 50周年の記念例会並びに祝宴が 

盛大に開催され、船場ロータリーからは 30人の会員に出席いただきました。また、本日は、 

高山さんにゲストとしてお越しいただいています。卓話では、カンボジアの船場スクールの 

様子や日頃の地雷撤去の活動についてお話をいただきます。 

 

本日のプログラム                     （本日のプログレス 中嶋 啓至 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「おおロータリー」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 委員会卓話 ロータリー財団委員会 平山 明彦 委員長 

○ イニシエーションスピーチ 堀口 こみち 会員 

○ 臨時理事会 ３１階 「カトレア」 １１：３０～１２：２０ 

○ 情報交換会 ２階 「セリーナ」  １３：４０～ 

・山の音楽家 

・待ちぼうけ 

・まっかな秋 



 

 

さて、大阪市を廃止して 4つの自治体に分割するいわゆる大阪都構想は、1日に 2度目の住民投票が行われましたが、 

またしても反対多数で否決。これで大阪副首都ビジョンはつい えました。 

東日本震災後には、首都機能のバックアップ体制を平時から整えるため、この時にも大阪副首都の構想がありましたが、 

民主党から自民党に政権交代したのち、いつの間にか立ち消えになりました。実は、大阪遷都の問題は、幕末から明治 

維新にいたる動乱と変革の中で、ほんの一瞬だけ歴史の表面に浮上しました。今日は、「首都になりそこねた大阪」の 

話です。（「大阪が首都になりえた日」 若一光司著） 

1867年11月大政奉還のあと、1878年 1月 3日の王政復興の大号令により、ついに明治新政府が成立しますが、 

公家らの保守的な体質を嫌う大久保利通は、1868年 1月 21日、「大阪遷都の建白書」を提出します。目的は、京都から 

天皇を引き離し、新しい天皇を民衆に強くアピールすること。またその遷都の地は、仁徳天皇の政治をお手本に、 

日本の経済の中心地である大阪としました。そんな中、大蔵省造幣局の大阪への立地が決まります。 

ところが、3月、江戸城が無血開城されると、蝦夷地を開拓した後は、日本の中心地は江戸。皇居は江戸城の改修のみ。 

100万の市民を抱えた江戸は徳川の擁護なき後は、「自力再生」が困難。都を江戸に移して商業を興すのが最善の策。 

一方、天下の台所の大阪は首都にならなくても衰退する心配はなく、依然として大都市。といった考えから一転、江戸への 

遷都が決まり、江戸も東京と改名されました。大阪遷都は「維新の一幕の夢」に終わり、造幣局だけが、1871年に大阪の 

桜の宮の地に予定通り完成しました。まさに造幣局は、大阪遷都の夢の残像です。もし、今、首都が大阪だったら・・。 

「露と落ち 露と消えにしわが身かな 浪速のことは夢のまた夢」。400年前、太閤さんは、今の大阪をお見通しでしたか。 

秀吉の辞世の句が幻影に重なって仕方ありません。 

 

３．委員会報告 ◎親睦委員会 澤田 宗久 委員長 

１１月１６日（月）本日新入会員歓迎会をホテルイットにおいて開催致します。会員の皆様出席の程宜しくお願い致します。 

尚コロナ禍でありますので、ソーシャルディスタンスを充分にとり安全確保に努めます。 

新入会員の５名の方は、メンバーの名前と顔を早く覚えて頂く為に、入会後親睦委員会に所属して頂きます。 

例会終了後少し残っていただき、委員会の役割分担表を基に説明いたしますので宜しくお願い致します。 

 

４．情報交換会開催のお知らせ ◎ 岡野 秀章 会員 

会員相互の情報交換、情報共有を目的として、情報交換会を試行的に開催します。 

第１回目は、１１月３０日（月）例会後に開催します。 

進行役は岡本真太郎で、テーマは「ロータリークラブでやってみたいこと」「ロータリークラブでやってほしいこと」です。 

若手の会員中心で８名程度が参加予定です。 

 

５．米山功労者表彰 

 

米山特別寄付に対し、次の方々が表彰され岡本会長より 

感謝状が贈られました。 

 

【第４回米山功労者】 北野 克己 会員  大磯 隆一 会員 

【第３回米山功労者】 西村 文延 会員 

【第１回米山功労者】 宮原  彰 会員 

 

 



 

６．新入会員入会式   

 

本日より入会された坂本田鶴子会員に岡本会長よりエンブレムが授与されました。 

 

 

 

 

 

７．ニコニコ報告  原山  歩 親睦委員 

松谷 会員・・・・本日高山氏に卓話をして頂きます。よろしく。尚先般つるや西宮北カントリークラブにてのゴルフコンペで 

          優勝させて頂きました。参加の皆さまの細やかな気遣いに感謝して。 

西村 会員・・・・先週１１月１１日（水）のゴルフコンペは私共の「つるやカントリークラブ」で行って頂きありがとうございました。 

          当担当者もサービスに努め、キャディ、会食、賞品等々配慮した様です。結果優勝賞品はロボット掃除機 

          「ルンバ」を松谷さんがゲットして奥さん孝行されました。オメデトウございます！ 

中嶋 会員・・・・先日船場RCのゴルフコンペに参加してきました。至れり尽くせりのコンペでとても楽しいゴルフでした。 

          西村会員ありがとうございました。 

塩尻 会員・・・・藤井幹事様、本日楽しみにしております！ 

澤田 会員・・・・本日新入会員歓迎会がホテルイットで開催されますので会員の皆様で歓迎いたしましょう。 

小島 会員・・・・小山様ありがとうございました。 

竹内 会員・・・・先日のゴルフコンペは初回で緊張しておりましたが、皆様のおかげで楽しく過ごすことができました。 

中井 会員・・・・本日夜またお世話になります。 

洪、原山、井澤、俣野、小山、山川、新川、清水、天野、岡本（茂）、沖、北野、吉本、岩崎、宮原、中西、片岡、大嶋、 

岡野、栗原、大磯、伊藤、甚田、松永、 

  各会員・・・・本日は新入会員歓迎会を開催いたします 皆さん積極的にコミュニケーションをとりましょう 

 

８．出席報告 中嶋 啓至 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ４０名 出席会員数 ３７名 出席率 ９３％ 

第１４１２回（１０月１９日） 修正出席率 ９７％ 

 

９．卓  話 「IMCCDの活動」 IMCCD（認定NPO法人国際地雷処理・地域復興支援の会） 

理事長兼現地代表 高山 良二 様 

 

地雷や不発弾は、人を殺すために作られた軍事用の武器です。ですから対応の失敗は、

大怪我や死に至ることを意味します。２００７年１月に対戦車地雷の処理の失敗で７名の 

隊員を失くしてしまいましたが、私の判断の誤りと対応が適切でなかったことが原因でした。 

１００％私の責任と思っています。この事故のことは、あれから１３年間忘れたことがありません。

今でも、活動は判断と対応の連続ですが「誤ると死に至る」ことを常に思って、慎重に、誤りの

ない判断を自分に求めています。よく人から「高山さんは、なぜ死と隣り合わせのこの活動を

続けているのですか」と聞かれます。そう言われてみると危険な活動に間違いはないと思い

ますが、「死と隣り合わせ」とは思っていません。そう聞かれてもこれだという回答がないので、「好きだからやっています」 

「遣りたいからやっています」 「自分のためにやっています」と答えています。 



 

 

また、講演などでこんな質問もありました。「誰が地雷を埋めたのですか」と。

カンボジアには１９７０年、８０年、９０年代で長い間、同国民同士が血で血を

洗うような激しい内戦があり、ベトナム軍も戦闘に加わりプノンペン政府軍を

支援し、一方、主たる敵軍のポルポト軍は武器の提供などを中国から受けて

戦いました。それで地雷などはプノンペン政府軍、ポルポト軍など、またベト

ナム軍等が入り乱れて埋めたというのが実情です。それでタイ国境のこの辺

には、中国製、ソ連製、一部ベトナム製などの地雷や不発弾が残っているの

です。それで質問者は続けて質問されました。「地雷などを日本人が埋めてないのに、どうして日本人の高山さんがその 

活動をされるのですか」と。「誰が埋めた彼が埋めたと責任論を言いだせば切りがありません。 

これは、人間が犯した大きな過ちだと思います。子や孫の代までこの負の遺産を残してはなりません。 

やれる者がやればいいと思っています」と答えました。 

宿舎で一緒に生活している現地副代表のソックミエンの奥さんが、食卓の上で７才のパンヤロットちゃんと妹５才のリカー

ちゃんのランドセルからお菓子や飴の包み紙を出していました。カンボジアの小・中・高の学校では、校庭の隅の方に 

売店があり、子供達は、そこでおやつを買って食べています。 

私は、ここカンボジアの北西部タイ国境に隣接するタサエンという村に２００６年に来て、住民参加型の地雷処理組織を 

立ち上げ、ひたすら地雷や不発弾の撤去活動に没頭してきました。ここに入ってきたのは、ただただ地雷や不発弾の撤去が

目的でしたが、村人と一緒に寝食を共にし生活していると、様々なことに出くわし、それを何とかしなければという地雷や 

不発弾撤去の活動以外にも、「見てみぬふり」ができない問題が気になるようになりました。例えば、ゴミはその辺に捨て 

放題、素掘りの井戸に落ちて亡くなる子供、約束の時間を全く気にしない、スリッパを整頓して脱がないなど、カンボジアの

発展を阻害しているのは、こうした「管理」という基礎ができていないからだと思っています。日本も同じで７５年前のGHQ 

占領政策で日本の良さを破壊されました。日本の良さという「基礎」の部分をもう取り戻さなければ、これからの日本人の 

幸せはないと思います。その日本人の良さは私たちが知らされていないだけで、 

世界の人たちのほうが知っているのです。早く「GHQ占領政策の洗脳」から脱却して、日本人の素晴らしい誇りを知って 

もらいたいと思います。 

大阪船場ロータリークラブの皆様には、創立３０周年に因んでカンボジアの村に小学校をご寄贈下さり、また会員の 

松谷廣信様からも小学校をご寄贈くださいました。また、伊藤会員様からもトイレを整備する資金を頂くなど温かい 

ご支援を下さり心から感謝を申し上げます。有難うございました。 

 

 

 

 



 

 

 

                 ☆☆☆ 新入会員歓迎会 ☆☆☆ 

               ２０２０年１１月１６日（月）１８：３０～ 於：hotel it. 

 

２０２０年１１月１６日（月）に大阪船場ロータリークラブの新会員歓迎会がホテルイットで開催され、３３名が 

参加しました。今回は５名の新入会員が入会され、その内訳は男性３名、女性２名で今までで一番多くの入会者 

でした。５名のそれぞれの紹介者が何故ロータリーに推薦したのかを紹介してから、それぞれスピーチをして 

頂きました。その後、大嶋会員と小島会員からプレゼントを新入会員にお渡しして頂きました。また、多くの会員から 

スピーチをして頂き、大変盛り上がった歓迎会でした。最後に沖副会長の締めの挨拶、恒例の手に手つないでを 

歌いお開きとなりました。その後、隣のラウンジで新入会員を交えての簡単な２次会を行い、楽しい会となりました。 

                                                  親睦委員長 澤田 宗久 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ★１２月例会予定★ 

    ※１１月３０日（月）の臨時理事会で正式に開催の可否を決定いたします。 

 

 日  司会 プログラム 歌 その他 

 7  

 

疾病予防と治療 

月間 

 

12/12地区大会 

（Live配信） 

北野                                                                  イニシエーションスピーチ： 

竹内、中井、天野、坂本、 

各会員 

 

「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

理事会３１階「カトレア」１３：４０～ 

お食事：洋食 

 

14 北野        

                              

次年度理事役員決定 

※クリスマス家族懇親会 

 

「奉仕の理想」 総会 ４階「白鳥」１７：００～１７：５０ 

家族会 ３２階「スカイテラス」 

１８：００～２０：００ 

 

21 北野     卓話：西村会員 

 

「おおロータリー」 

 

お食事：和食 

   


